
　高解像度大気海洋結合モデル実験は季節間から季節
スケールを対象とする予測に対して主要な手法であ
る．しかしながら，モデルの構成要素間のエネルギー
バランスが取れていないことによる海面水温ドリフト
は不可避であり，それは予測スキルを低下させる可能
性がある．本研究では，季節スケールの水温ドリフト
を軽減するためのフラックス調節を実装し，その性能
を事例解析を通じて調査した．本研究には，非静力学
正20面体格子大気モデル（NICAM）と CCSR海洋コ
ンポーネントモデル（COCO）を用いた結合モデル
（NICOCO）を用い，大気モデルと海洋モデルの水平解

像度をそれぞれ14km，0.25度とする設定で冬季の40
日積算を実行した．フラックス調節を行わない場合に
は，熱帯，亜熱帯，そして南極域で40日間で典型的
に－1.5℃から 2℃程度の水温ドリフトを示す．一方，
本研究で実装したフラックス調節は，その海面水温ド
リフトを十分に軽減できることが確認できた．さら
に，ラグ相関解析を通じて，フラックス調節下におい
ても大気海洋相互作用のプロセスは適切に表現されて
いることが示唆された．フラックス調節が実装された
高解像度結合モデルは季節間から季節スケールの予測
を向上させることが期待される．
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　2019年台風第10号（Krosa）はフィリピン海東部で，
同時に存在した台風第 9号（Lekima）の約1400km東
で 8月 6日に発生し， 8月15日には本州西部に上陸し
た．Krosaの発生直後を初期値とする現業全球モデル
による予報は大きな進路の不確実性を示し，Krosaの
実際の進路の予報に失敗していた．本研究では，この
大きな不確実性の要因について28km格子の全球非静
力学モデルを用いた101メンバーアンサンブル予報実
験により調べる． 8月 6日1200UTCを初期時刻とす
る実験は，大きな不確実性を示した．アンサンブルラ
グ相関解析は，進路予報誤差が大きいメンバーでは進
路予報誤差が小さいメンバーに比べて北西太平洋亜熱
帯高気圧がより東方へ後退していることを示した．

Krosaの進路予報誤差が大きいメンバーは Krosaと
Lekimaとが互いに250km接近し，予報開始から36時
間後には Krosaが実際よりも北へ速く移動した．
Krosaの進路予報誤差が小さいメンバーは 2つの台風
は互いに50kmしか接近せず，北進速度は実際と同程
度であった．台風中心に相対的な合成図解析は，
Krosaの進路予報誤差が大きなメンバーでは，初期時
刻においてKrosaの水平方向の大きさがより大きく，
かつ予報期間においてもその傾向が見られることを示
した．Krosaの予報誤差の大きなメンバーでは，この
水平方向の大きさの差により， 2つの台風間のより強
い相互作用と北西太平洋亜熱帯高気圧の後退とが引き
起こされ，結果としてより速い北進へつながった．

　本研究では気象庁が運用する力学的季節予報（Dyn‒
SCF）システムである JMA/MRI‒CPS2の月降水量予
報を，気候指標を用いた統計的季節予報（St‒SCF）シ
ステムの予報と比較することにより，系統的かつグ
ローバルに評価することを目的とした．このためにま
ず17の気候指標を用いた新しいグローバルな St‒SCF
システムを開発し，このシステムの月降水量予報を
JMA/MRI‒CPS2のものと比較した．その結果， 0ヶ
月予報では，JMA/MRI‒CPS2の方がSt‒SCFよりもグ
ローバルに高い精度を持つことがわかった．一方，

1ヶ月以上の予報では，決定論的予報スキルについて
は JMA/MRI‒CPS2と St‒SCFは同等であり，確率論
的予報スキルについては JMA/MRI‒CPS2の方がやや
高かった．また St‒SCFと比較して，JMA/MRI‒CPS2
の予報精度が低い地域や季節があることが示された．
これは，JMA/MRI‒CPS2が特定のダイナミクスを適
切に再現できていないことを示している．このように
Dyn‒SCFと St‒SCFを比較することで，Dyn‒SCFの
予報精度を向上させる可能性のある地域や季節を明ら
かにすることができると考えられる．
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